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◎
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
◎

10
月
28
日
か
ら
11
月
4
日
、
絵

画
や
書
道
、
風
景
写
真
、
美
術
作

品
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
色
と

り
ど
り
華
や
か
な
展
示
会
場
だ
っ

た
。
今
年
は
近
代
美
術
館
で
は
な

く
、「
き
ぼ
う
」
で
の
開
催
と
な
り
、

図
書
館
来
館
者
の
目
に
も
と
ま
っ

た
よ
う
だ
。

◎
豊
科
公
民
館
◎

毎
年
恒
例
の
菊
花
展
。
11
月
１

日
に
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
と
丹

精
込
め
て
作
ら
れ
た
菊
２
０
０
鉢

以
上
の
中
か
ら
、
審
査
が
行
わ
れ

て
仕
立
て
方
ご
と
の
優
秀
賞
が
表

彰
さ
れ
た
。
華
道
展
、
盆
栽
展
に

も
見
事
な
作
品
が
並
び
、
じ
っ
く

り
足
を
と
め
て
見
入
る
人
の
姿
が
あ
っ

た
。

◎
芸
能
発
表
会
◎

豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
11
月
3
日

8
時
40
分
か
ら
16
時
10
分
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
た
。
保
育
園
児
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
26
団
体
４
０
０
人
が
、
代
わ
る

が
わ
る
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
ス
テ
ー

ジ
で
発
表
し
た
。
豊
科
南
中
学
校
と
穂

高
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
コ
ラ
ボ

演
奏
な
ど
、
豊
科
地
域
以
外
か
ら
の
参

加
も
あ
り
、
交
流
が
広
が
っ
て
い
た
。

入
口
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
煎
茶
の
お
点
前

も
行
わ
れ
、
好
評
だ
っ
た
。

今
年
は
穂
高
会
館
講
堂
が
改
修
工
事

中
の
た
め
、
穂
高
文
化
祭
「
芸
能
ま
つ

り
」
は
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
」
を
会
場
に
、
10
月
25
日
か
ら
27

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

10
月
25
日
は
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
が
あ

り
、
25
人
が
歌
声
を
披
露
し
た
。

26
、
27
日
の
芸
能
ま
つ
り
第
一
部
・

第
二
部
に
は
、
26
団
体
が
参
加
し
た
。

芸
能
部
の
ほ
か
、
一
般
の
部
に
は
マ

ジ
ッ
ク
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
穂
高
西

小
学
校
金
管
部
、
穂
高
東
中
学
校
・
同

西
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
な
ど
の
参
加
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
た
。

総
合
美
術
展
は
11
月
１
日
か
ら
3
日

ま
で
、
例
年
通
り
穂
高
会
館
ア
リ
ー
ナ

を
会
場
に
行
わ
れ
た
。

場
内
に
は
、
書
・
絵
画
・
生
け
花
・

彫
刻
・
押
絵
・
木
目
込
人
形
・
押
し
花

な
ど
学
芸
部
の
作
品
や
、
小
中
学
生
制

作
の
絵
画
、
個
人
出
展
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
力
作
に
見
入
っ

て
い
た
。
呈て

い

ち

ゃ茶
席
も
設
け
ら
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。

穂
高
神
社
境
内
に
は
、
盆
栽
・
山
野

草
・
菊
・
穂
高
人
形
が
展
示
さ
れ
、
参

詣
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。
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三
郷
祭
は
10
月
19
、20
日
に「
市

民
文
化
産
業
展
」、
26
日
に
「
市

民
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」、
29

日
か
ら
「
菊
花
展
」、
11
月
2
日

に
「
芸
能
発
表
会
」
を
開
い
た
。

◎
市
民
文
化
産
業
展
◎

三
郷
文
化
公
園
体
育
館
で
、
書
道
、

絵
画
、
写
真
、
絵
た
よ
り
・
絵
手
紙
、

短
歌
・
俳
句
、
工
芸
な
ど
の
作
品
が
出

品
さ
れ
た
。「
あ
づ
み
野
山
草
会
」「
三

郷
郷
土
研
究
会
」「
三
郷
昆
虫
ク
ラ
ブ
」

の
作
品
も
展
示
さ
れ
た
。

◎
市
民
ふ

れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
◎

三
郷
中
学

校
講
堂
で
、

三
郷
小
学
校

と
中
学
校
の

合
唱
部
の
合

同
合
唱
、
吹

奏
楽
部
も
合

同

合

奏

を

披
露
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
の
発

表
や
コ
カ
リ

ナ
、
マ
リ
ン

バ
の
演
奏
コ

ン
サ
ー
ト
を

開
い
た
。

◎
芸
能
発

表
会
◎

三
郷
公
民

館
講
堂
で
、

舞
踊
、
箏
曲
、

大
正
琴
、
尺
八
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏

や
、
太
極
拳
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
の
華

や
か
な
ス
テ
ー
ジ
に
、
初
参
加
の
獅
子

舞
、
ズ
ン
バ
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
も

加
わ
っ
た
。

◎
菊
花
展
◎

三
郷
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
開
催
し
た
菊

花
展
は
小
菊
盆
栽
が
主
流
で
、石
付
け
、

木
付
け
、
懸
涯
、
根
連
り
、
な
ど
の
見

事
な
盆
栽
が
並
ん
だ
。

堀
金
文
化
祭
は
11
月
１
日
か
ら

4
日
の
間
、
堀
金
総
合
体
育
館
で

作
品
展
示
、
ま
ど
い
の
広
場
と
芸
能
祭

を
開
き
、
地
域
内
で
堀
金
一
周
駅
伝
を

実
施
し
た
。

◎
作
品
展
◎

保
育
園
、
小
学
生
、
中
学
生
の
作
品
、

地
区
公
民
館
や
高
齢
者
作
品
、
福
祉
施

設
の
作
品
を
展
示
し
た
。
郷
土
史
や
俳

句
、
短
歌
に
生
花
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
、
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ト
ル
、
菊

花
展
が
、
文
字
通

り
花
を
添
え
た
。

よ
ろ
い
か
ぶ
と
や

木
目
込
み
人
形
、

木
彫
に
絵
画
、
水

墨
画
、
写
真
、
書

道
が
文
化
の
薫
り

を
醸
し
て
い
る
。

◎
ま
ど
い
の
広
場
◎

堀
金
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
、
堀
金

中
学
校
常
念
太
鼓
赤
鬼
塾
、
堀
金
中
学

校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を
披
露
し
た
。

◎
堀
金
芸
能
祭
◎

民
謡
、
詩
吟
、
常
念
太
鼓
、
大
正
琴
、

横
笛
な
ど
日
本
古
来
の
響
き
に
、
中
国

の
音
色
を
し
の
ば
せ
る
太
極
拳
や
二
胡

の
哀
愁
の
調
べ
が
流
れ
た
。

欧
米
の
音
を
感
じ
さ
せ
る
ス
ク
エ
ア

ダ
ン
ス
や
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
が
あ
り
、

オ
カ
リ
ナ
演
奏
に
堀
金
小
学
校
合
唱

部
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
発
表

し
た
。

豊科地域文化祭三郷地域文化祭

堀金地域文化祭 穂高地域文化祭



明
科
公
民
館
を
会
場
と
し
て
、

11
月
2
、
3
日
と
文
化
祭
が
催
さ

れ
た
。
玄
関
に
は
丹
精
込
め
た
見

事
な
菊
花
と
、
ひ
ょ
う
た
ん
が
旧
篠
ノ

井
線
廃
線
敷
の
ト
ン
ネ
ル
を
模
し
て
飾

ら
れ
て
い
た
。
展
示
品
の
鑑
賞
を
し
な

が
ら
出
会
っ
た
人
が
〝
元
気
だ
っ
た
か

い
〟
な
ど
と
互
い
の
健

康
を
気
遣
う
声
も
聞
か

れ
、
旧
交
を
温
め
て
い

た
。チ

ョ
ウ
の
標
本
を

前
に
し
て
石
井
奏
衣

（
小
4
）
さ
ん
・
幸
花

（
5
）
さ
ん
姉
妹
は
「
す

ご
か
っ
た
ね
、
き
れ
い

だ
っ
た
ね
」
と
祖
母
と

と
も
に
見
入
っ
て
い

た
。
明
科
中
学
校
の
立

体
作
品
の
「
寿
司
」
は
、

完
成
度
が
高
く
、
書

道
、
絵
画
、
写
真
、
編

物
な
ど
と
と
も
に
日
頃
の
努
力
が
輝
い

て
い
た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
押
し
花

を
使
っ
て
の
年
賀
状
づ
く
り
が
人
気
度

を
高
め
て
い
た
。

3
日
の
「
芸
能
発
表
会
」
は
、明
南
、

明
北
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
盛
り
上
げ
た
。

舞
踊
、
詩
吟
、
コ
ー
ラ
ス
は
、
年
々
充

実
感
を
高
め
て

き
て
お
り
聞
き

ご
た
え
、
見
応

え
が
あ
っ
た
な

か
で
、
ひ
ま
わ

り
キ
ッ
ズ
の
ダ

ン
ス
は
、
30
人

の
小
学
生
が
ス

テ
ー
ジ
を
狭
し

と
ば
か
り
に
明

る
く
軽
や
か
に

舞
っ
た
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。

11
月
4
日
に
開
催
し
た
「
堀
金
一
周

駅
伝
」
は
通
算
49
回
を
数
え
る
伝
統
の

大
会
で
、
堀
金
総
合
支
所
を
発
着
点

に
堀
金
地
域
全
9
地
区
を
中
継
す
る
。

地
区
公
民
館
対
抗
競
技
で
、
小
学
生

か
ら
一
般
男
女
ま
で
10
区
間
を
代
表
選

手
が
襷

た
す
き

を
つ
な
い
で
勝
利
を
競
う
。

岩
原
地
区
が
、
絶
対
エ
ー
ス
の
丸
山

純
一
選
手
を
擁
し
て
高
校
男
子
区
間

に
中
2
の

丸
山
滉
貴

君
、
中
学

女
子
区
間

に
小
5
の

庭
屋
あ
お

い
さ
ん
を

起
用
す
る

苦
肉
の
策

な
が
ら
１

時
間
3
分

7
秒
で
3

連
覇
を
達

成
し
た
。

豊
科
地
域
の
光
地
区
公
民
館
で
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
菊
花
展
。“
光
菊

花
ク
ラ
ブ（
内
川
郁
夫
会
長
）”
の
み
な

さ
ん
が
、
１
年
が
か
り
で
丹
精
を
込
め

て
育
て
咲
か
せ
た
菊
百
十
点
余
り
が
展

示
さ
れ
た
。
例
年
に
な
い
高
温
の
日
が

続
い
た
が
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
技
術
と

情
熱
で
克
服
し
、「
天
・
地
・
人
」
を

表
す
三
本

仕
立
て
の

大
輪
、
数

え
き
れ
な

い
花
々
が

流
れ
る
よ

う
に
咲
く

懸
崖
仕
立

て
な
ど
、

見
事
な
鉢

が
飾
ら
れ

て
い
た
。
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堀
金
一
周
駅
伝
大
会

『
岩
原
地
区
公
民
館
優
勝
』

烏
川
渓
谷
の
栃
平
の
風
穴
を
過

ぎ
て
か
ら
山
道
に
入
り
、
古
道
を

歩
く
機
会
が
あ
っ
た
★
ま
ゆ
み
池
に
向

か
う
入
会
山
の
斜
面
を
沢
伝
い
に
、昔
、

旅
人
が
隠
れ
歩
い
た
「
間
道
」
と
言
わ

れ
る
抜
け
道
が
あ
る
★
笹
を
刈
ら
な
け

れ
ば
歩
け
な
い
道み

ち

べ辺
に
馬
頭
観
音
や
石

碑
が
残
り
、
飛
騨
か
ら
安
曇
野
に
続
く

山
越
え
の
道
跡
を
伝
え
て
い
る
★
紅
葉

の
中
、隣
国
に
つ
な
が
る
大
空
の
下も

と

で
、

古い
に
し
えの
旅
人
も
同
じ
景
色
を
見
て
い
た
の

か
と
、
今
に
つ
な
が
る
「
時
」
を
思
う

★
選
挙
の
後
、
未
来
に
つ
な
が
る
安
曇

野
市
の
、
変
わ
る
こ
と
変
わ
ら
ぬ
こ
と

を
見
つ
め
て
、
人
も
「
絆
」
の
つ
な
が

り
を
広
げ
た
い
も
の
だ
。（
山
楽
子
）

光
地
区
公
民
館
「
菊
花
展
」

欅


